
全
国
各
地
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
市
内

に
お
い
て
も
飲
食
を
伴
う
会
食
や
家
庭
内
感
染
に
よ
る
感
染
者

が
多
数
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
市
在
住
の
感
染
者
累
計
は

１
６
９
１
人
に
上
り
ま
す（
12
月
15
日
時
点
）。

感
染
拡
大
を
防
ぐ
に
は
一
人
一
人
の
行
動
、「
う
つ
ら
な
い
」

「
う
つ
さ
な
い
」
と
い
う
意
識
が
重
要
で
す
。
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
も
、
日
常
生
活
に
お
け
る
感
染
対
策
の
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。問 

那
覇
市
保
健
所 

☎
８
５
３・７
９
７
１

続
け
よ
う
！
み
ん
な
を
守
る
感
染
対
策
。

伝
統
を
繋
ぎ
、そ
し
て
新
し
い
挑
戦
の
旅
へ

　

伝
統
工
芸
や
工
業
技
術
な
ど
、
各
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
技
術
や
業
績
を
持
つ
人
を
表
彰
す
る「
現
代
の
名
工
」。

　

昨
年
11
月
、厚
生
労
働
省
よ
り「
２
０
２
０
年　
現
代
の
名
工
」
１
５
０
名
が
発
表
さ
れ
、
那
覇
市
か
ら
は
陶
工
の

島
袋
常
栄
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
数
々
の
功
績
を
残
し
、
壺
屋
焼
の
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
島
袋
常
栄
さ
ん
の

陶
工
に
な
る
ま
で
の
道
の
り
、
そ
し
て
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。（
取
材
／
秘
書
広
報
課
）

35
歳
で
の
決
断

陶
芸
に
触
れ
た
の
は
壺
屋
小
３
年
生
の

時
、
先
生
に
呼
ば
れ
職
員
室
で
シ
ー
サ
ー

を
作
っ
た
の
が
最
初
。
こ
の
時
の
作
品
が

那
覇
市
教
育
委
員
会
主
催
の
図
画
工
作
の

展
覧
会
で
教
育
委
員
長
賞
を
も
ら
い
嬉
し

か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

大
学
卒
業
後
は
会
社
員
と
し
て
働
き
、

し
ば
ら
く
は
陶
芸
か
ら
離
れ
た
生
活
を

送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
35
歳
の
時
に
両
親

か
ら「
壺
屋
の
伝
統
あ
る
仕
事
を
し
な
い

か
、
価
値
の
あ
る
文
化
的
仕
事
だ
か
ら
一

緒
に
や
ろ
う
」
と
誘
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
壺
屋
焼
の
世
界
へ
。
そ
の
時
は
す

で
に
結
婚
も
し
て
子
ど
も
も
い
た
の
で
、

一
家
の
大
黒
柱
と
し
て
家
族
を
養
え
る
の

か
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
お
父
さ
ん

の
仕
事
を
や
り
な
よ
」
と
い
う
家
族
の
後

押
し
も
あ
り
決
心
し
ま
し
た
。

シ
ー
サ
ー
一
途
に
46
年

父
は
生
粋
の
ろ
く
ろ
師
で
、
弟
も
幼
少

の
頃
か
ら
才
能
を
発
揮
。
そ
ん
な
弟
の
姿

に
影
響
さ
れ
、
ま
た
、
小
さ
い
頃
か
ら
側

で
見
て
い
た
父
の
弟
子
た
ち
が
皆
シ
ー

サ
ー
ツ
ク
ヤ
ー（
シ
ー
サ
ー
職
人
）で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
シ
ー
サ
ー
作
り
の
道
に

進
む
こ
と
に
。

シ
ー
サ
ー
を
作
り
始
め
て
今
年
で
46
年
。

職
人
の
技
が
光
る
手
び
ね
り
シ
ー
サ
ー
は
、

巻
き
毛
か
ら
爪
の
形
一
つ
と
っ
て
も
制
作

者
の
特
徴
が
表
れ
て
い
ま
す
。
特
に
目
は

シ
ー
サ
ー
の
表
情
を
決
め
る
大
事
な
作
業

な
の
で
と
て
も
緊
張
し
ま
す
ね
。
時
々
周
り

に「
こ
の
シ
ー
サ
ー
、
あ
ん
た
に
に
ち
ょ
ー

さ
」
と
言
わ
れ
る
と
、
職
人
と
し
て
の
喜

び
を
感
じ
ま
す
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
作
品
の
中
に
、
壺
屋

と
牧
志
駅
近
く
に
あ
る「
う
ふ
シ
ー
サ
ー
」

が
あ
り
ま
す
。
高
さ
３・５
ｍ
あ
る
巨
大
な

シ
ー
サ
ー
は
陶
工
７
人
で
５
か
月
間
か
け

て
制
作
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
大
き
い
の

は
一
生
に
そ
う
何
度
も
作
れ
る
も
の
じ
ゃ

な
い
で
す
ね
。

職
人
と
し
て
食
べ
て
い
く
に
は
厳
し
い

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
家
族
や
周
り
に
支

え
ら
れ
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
れ
た
こ
と
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

新
化
す
る
伝
統
の
技

こ
れ
ま
で
多
く
の
弟
子
を
指
導
し
て
き

ま
し
た
。
彼
ら
が
県
内
外
で
活
躍
す
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
技
も

磨
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

シ
ー
サ
ー
は
守
り
神
と
し
て
、
昔
か
ら

沖
縄
の
人
々
の
生
活
の
中
に
あ
り
ま
し

た
。
悪
を
退
治
し
、
い
い
風
を
呼
び
込
む
、

幸
運
の
神
様
で
す
。

今
後
は
面
獅
子
や
ハ
リ
型
獅
子
な
ど
伝

統
的
な
置
物
シ
ー
サ
ー
だ
け
で
な
く
、
壁

に
は
め
込
む
形
の
新
し
い
壁
面
シ
ー
サ
ー

に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

島
袋
陶
器
所　

☎
８
６
８
・
２
５
０
７

壺
屋
の
伝
統
あ
る
手
び
ね
り
シ
ー
サ
ー

の
他
、
お
皿
な
ど
の
雑
器
類
も
販
売
し

て
い
ま
す
。

住
所
▼ 

那
覇
市
壺
屋
１
丁
目
22
番
25
号

金
城
マ
ン
シ
ョ
ン
１
０
２
号

営
業
時
間
▼
11
時
〜
18
時（
不
定
休
）

現
代
の
名
工

陶
工島し

ま

袋ぶ
く
ろ 

常じ
ょ
う

栄え

い

さ
ん（
77
歳
）

牧志駅付近にある「うふシーサー」

大型壁掛付
万願組シーサー

親子空手シーサー

Check
it
out!

　　　 那覇市の公式
Youtubeチャンネル
で、島袋さんの作業
風景を配信しています。
現代の名工の技をぜ
ひご覧ください！

こまめな手洗い、消毒
体調が悪いと感じたら、
無理せず外出を控えましょう

２方向の部屋の窓を
開ける、換気扇を回すなど
室内の換気を行いましょう

咳エチケットを守りましょう
食事をする際は、
持ち帰りやデリバリー
を利用しましょう

マスクを外しての
会話を避けましょう

（ ） （ ）

咳やくしゃみをする際は、
マスクやティッシュ、ハンカチ、

袖などで口や鼻を覆う（ ）

特にトイレの後と食事の前に
手を洗いましょう

特に手の届く距離での飲食や
ゆんたく、喫煙時

令
和
２
年
度

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

令
和
２
年
度
市
営
住
宅
入
居
者
募
集（
空
家
待
ち
）
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

「
入
居
者
募
集
の
し
お
り
」
を
よ
く
読
ん
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

郵
送
で
の
申
込
と
な
り
ま
す
。

申
込
受
付
お
よ
び

募
集
の
し
お
り
配
布
期
間

令
和
３
年
１
月
５
日（
火
）〜
20
日（
水
）

申
込
期
限 

令
和
３
年
１
月
20
日（
水
）

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
書
・
入
居
者
募
集
の
し
お
り

配
布
場
所

市
営
住
宅
課（
本
庁
舎
８
階
）、
総
合
案
内

（
本
庁
舎
１
階
）、
真
和
志
支
所
、
首
里
支

所
、
小
禄
支
所

※ 

閉
庁
時
間
帯
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

日
の
閉
庁
日
は
、
本
庁
舎
１
階
南
側
の

守
衛
室
窓
口
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

☆ 

令
和
３
年
１
月
５
日
以

降
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

募
集
す
る
市
営
住
宅

入
居
者
資
格
お
よ
び
入
居
基
準

● 

那
覇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
こ
と
。

●  

世
帯
の
月
収
額
が
、
法
令
で
定
め
ら
れ

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。

「
那
覇
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
登
録
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
た
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※ 
詳
し
く
は
、「
入
居
者
募
集
の
し
お
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

●  

案
内
順
位
は
令
和
３
年
２
月
25
日
（
木
）

の
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

● 

い
ず
れ
の
市
営
住
宅
も
提
供
で
き
る
空

家
が
発
生
し
た
場
合
の
み
、順
位
に
従
っ

て
ご
案
内
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
営
住
宅
課
▼
指
定
管
理
者 

（
株
）琉
信
ハ
ウ
ジ
ン
グ 

　

☎
９
５
１
・
３
２
４
２

　
月
〜
金
曜
日
▼
８
時
30
分
〜
17
時
30
分

　
土
曜
日
▼
８
時
30
分
〜
12
時
30
分

市ホームページ

令
和
２
年
度
募
集
市
営
住
宅

新
都
心
銘
苅

宇
栄
原

銘
苅

石
嶺
第
二

繁
多
川

大
名

壺
川

辻

久
場
川

樋
川

汀
良

安
謝

石
嶺

若
狭

小
禄

末
吉

識
名

壺
川
東 

Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
活
用
し
た

異
動
受
付
支
援
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
す

1
月
4
日
か
ら「
異
動
受
付
支
援
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
、『
書
か
せ
な
い
窓
口
』
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

本
市
の
住
民
異
動
届
な
ど
の
取
扱
件
数
は
、
年

間
約
４
万
７
千
件
を
超
え
ま
す
。
特
に
、
３
月
か

ら
４
月
の
繁
忙
期
は
、
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
待

ち
時
間
が
長
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

住
民
異
動
と
同
時
に
各
種
証
明
書
発
行
や
印
鑑
登

録
な
ど
の
手
続
き
を
す
る
場
合
、
多
く
の
書
類
を

記
入
す
る
必
要
が
あ
り
、
手
書
き
の
負
担
を
お
か

け
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
転
出
証

明
書
な
ど
の
関
係
書
類
を
Ｏ
Ｃ
Ｒ
処
理
し
、
文
字

デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
異
動

届
を
電
子
的
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同

時
に
、
国
民
健
康
保
険
や
児
童
手
当
な
ど
の
関
係

書
類
を
一
部
自
動
で
作
成
で
き
、
手
書
き
に
よ
る

負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す（
※
）。

ま
た
、
記
入
時
間

が
削
減
さ
れ
る
こ
と

で
、
役
所
で
の
滞
在

時
間
の
短
縮
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ラ
イ
ン
か

ら
必
要
な
手
続
き
や

持
ち
物
な
ど
を
事
前

に
案
内
す
る
機
能
も

搭
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
東
京
都
渋
谷
区
、
千
葉
県
市

川
市
な
ど
で
導
入
さ
れ
て
い
て
、
県
内
で
は
初
め

て
の
導
入
と
な
り
ま
す
。

※ 

新
住
所
な
ど
一
部
情
報
を
市
の
内
部
書
類
に
書
い

て
も
ら
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

『
書
か
せ
な
い
窓
口
』
の
実
現
に
向
け
て

システムを活用した手続きの流れ

住民が持参した
転出証明書など

【職員】異動受付支援
システムでOCR処理
（読み取り）

【職員】OCR処理
結果をもとに
住民異動届を作成

 住民が内容を確認し、
タブレット上で署名

住民

職員

住民

職員

1

2

3

4

ハ
イ
サ
イ
市
民
課 
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5 2021年（令和３年）１月


